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江
戸

K
、
片
方
は
東
京
に
置
く
と
と
が
、
黙
阿
弥

K
は
器
用

K
出
来

受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
と
い
う
事
は
、
結
局
、
黙
阿
弥
の
柔
軟
性
が

影
響
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
ど
う
し
て
も
本
質
的

K
明
治
の
作
品

K
は
左
り
得
‘
な
か
っ
た

K
せ
よ
、
そ
の
過
渡
的
立
場
を
有
す
る
、
活

歴
物
、
散
切
物
も
手
が
け
た
。
ま
た
、
あ
ま
り
得
意
と
す
る
と
こ
ろ

で
は
念
い
時
代
物
も
第
三
期
で
は
世
話
物
と
並
ぶ
程
好
評
を
博
す
作

品
を
書
い
て
い
る
。
そ
れ
故
、
黙
阿
弥
は
、
江
戸
時
代
最
後
の
歌
舞

中
島
敦

『
光
と
風
と
夢
』

た
び
だ
ち

あ
る
出
発
、

次

目序本
論第

一
章
我
の
意
識

第
二
章
創
作
方
法
論

第

一

節

構

成

第
二
節
描
写
法

第
三
節
表
現
技
巧
論
・
小
説
観

第
三
章

第
四
章

ス
テ
ィ
1
ヴ
ン
ス
ン
像

主

題

結
び

主
迂
《
紅
一
F
生
ま
れ
、
江
戸
青
色
¢
黙
阿
弥
が
、
江
戸
時
代
よ
り
も

む
し
ろ
明
治
以
後
K
七
割
近
く
の
脚
本
を
手
が
け
て
、
そ
れ
な
り
に

伎
作
者
で
あ
る
と
同
時
に
、
明
治
時
代
に
ま
で
渡
る
事
の
で
き
た
貴

重
念
価
値
を
持
つ
作
者
で
あ
っ
た
と
い
え
る
の
で
あ
る
。

j主
注
－

ζ

の
統
計
の
作
品
数
は
、
黙
阿
弥
全
集
首
巻
（
春
陽
堂
刊
）

の
著
作
解
題
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

行
動
の
文
体
へ

二
十
六
回
生

原

田

純

子

45-

註参
考
文
献

第
二
章
創
作
方
法
論

一
、
構
成

『
光
と
風
と
夢
』
は
二
十
章
か
ら
成
る
長
編
小
説
で
、
第
一
章
か

ら
第
十
六
章
ま
で
は
三
人
称
記
述
体
と
日
記
体
と
が
交
互

K
繰
り
返

さ
れ
て
い
る
。
第
十
七
章
は
そ
の
リ
ズ
ム
を
破
り
前
章
に
続
い
て
日

記
体
で
、
続
〈
第
十
人
章
か
ら
再
び
三
人
称
記
述
体
、
日
記
体
、
三

人
称
記
述
体
の
順
に
拾
か
れ
て
い
る
。
『
光
と
風
と
夢
』
に
日
記
体

が
用
い
ら
れ
た
の
は
、

R
・
L
・
ス
テ
イ
｜
グ
ン
ス
ン
の
「
〈
胆
時
】
F

S
P
F
O
件
許
申
吋
回
」
を
素
材
と
し
た
為
で
あ
る
。
素
材
の
あ
る

作
品

k
b
い
て
中
島
は
殆
ど
素
材

K
忠
実
に
作
品
を
創
り
あ
げ
た
と

と
か
ら
、
本
作
品
に
な
い
て
白
記
体
が
使
用
さ
れ
た
の
に
不
思
議
は



念
い
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
で
は
最
初

K
、
三
人
称
記
述
体
と
日

記
体
と
の
繰
タ
返
し
と
い
う
構
成
に
走
っ
た
理
由
を
考
察
し
て
み
た

い
と
思
う
。

素
材
の
「
」
よ
－
H
片
岡
同
国
向

W

F
申

酔

件

叩

『

回

」

が

親

友

m
t凶
回
申
刷
、

の
O

H

4

ご
M
K宛
て
た
も
の
で
あ
る
と
と
は
既

K
第
一
章

K
述
べ
た

と
な
り
で
あ
る
。
そ
う
し
た
書
簡
を
、
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
ス
ン
や
当
時

の
状
況

K
つ
い
て
何
ら
の
説
明
も
加
え
念
い
ま
ま
作
品
中
に
使
用
し

関
係一一一ー一一一一ー’

アーア｜章

内

~ 

廿

て
も
読
者
の
理
解
が
得
ら
れ
左
い
と
と
は
推
測
す
る
に
難
〈
念
〈
、

補
足
・
説
明
の
必
然
性

K
も
当
然
気
付
〈
は
ず
で
あ
る
。
三
人
称
記

述
体
で
描
か
れ
て
い
る
章
は
、
次
章
或
い
は
前
章
の
補
足
・
説
明
を

行
念
っ
て
い
る
も
の
ば
か
り
で
あ
る
。
と
の
よ
う

K
断
定
し
た
根
拠

を
明
確

K
す
る
為

K
各
章
を
要
約
し
、
相
互
の
関
係
を
図
示
し
て
み

た
い
と
思
う
。

関
係

ーーーーー．，

章

内

-廿
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ス
テ
イ
｜
ヴ
ン
ス
ン
、
サ
モ
ア
生
活
開
始
の
経
緯

サ
モ
ア
で
の
新
生
活
の
様
子

妻
フ
ァ
エ
イ
と
の
結
婚
の
経
緯

息
子
ロ
イ
ド
、
娘
イ
ソ
ベ
ル
等
紹
介

ア
ア
ニ
イ
、
ロ
イ
ド
、
イ
ソ
ペ
ル
等
登
場

サ
モ
ア
史
略
説
、
後

K
ス
テ
ィ
ー
グ
ン
ス
ン
が
紛

争
に
巻
き
込
ま
れ
る
と
と
の
伏
線

紛
争

K
か
か
わ
り
ゆ
く
ス
テ
ィ

l
グ
ン
ス
ン
と
故

郷
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
を
懐
古
す
る
ス
テ
イ
｜
グ
ン

ス
ン
の
心
理
描
写

ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
ス
ン
の
生
い
立
ち
と
ス
コ
ッ
ト
ラ

ン
ド
の
説
明

ス
テ
イ
｜
グ
ン
ス
ン
、
紛
争
の
渦
中
へ

叉
、
健
康
不
良
左
が
ら
も
創
作
続
け
る

ス
テ
イ
グ
ン
ス
ン

K
と
っ
て
創
作
と
は

創
作
活
動
の
様
子
、
苦
悩

戦
争
勃
発
の
気
配

創
作
方
法
論

寸＊十

戦
争
勃
発
、
マ
タ
｜
フ
ァ
敗
北

マ
タ

l
フ
7
降
伏
、
そ
の
後

ス
テ
ィ
ー
グ
ン
ス
ン
自
己
嫌
悪
に
陥
る

ス
テ
ィ
ー
グ
ン
ス
ン
、
ス
ラ
ン
プ

K
陥
る

マ
タ
｜
フ
7
救
済
の
為
奔
走

ス
ラ
ン
プ
か
ら
の
脱
出
、
飛
躍
を
願
う
ス
テ
イ

グ
ン
ス
ン

マ
タ
l
フ
ァ
救
済
の
為
の
奔
走

K
道
路
工
事
を
申

し
出
ら
れ
、
ス
テ
ィ

l
ヴ
ン
ス
ン
喜
ぶ

道
路
完
成
、
祝
宴
で
演
説

創
作
、
人
生
へ
の
不
安
と
自
信
と
の
間
で
揺
れ
動

き
念
が
ら
も
ス
ラ
ン
プ
を
脱
し
、
ス
テ
イ
｜
グ
ン

ス
ン
自
信
を
取

b
戻
す

ス
テ
ィ

l
グ
ン
ス
ン
の
死

－
R

印
三
人
称
記
述
体

↓

補

足

説

明

女

五四ムノ、七八十九

十寸＊十
六五四

十
七

十寸＊
九八

＝ヨk
十



一

－

「

創

作

方

法

論

戸

健

康

す

ぐ

れ

ず

「

退

潮

」

K
苦
悶

矢
印
で
表
わ
し
た
関
係
に
よ
っ
て
わ
か
る
よ
う
に
、
一
・
三
・
五
・

六
・
八
・
十
・
十
二
・
十
三
・
十
四
・
十
七
・
十
八
の
各
章
は
後
続
の

各
章
へ
の
導
入
部
と
し
て
説
明
を
加
え
て
な
り
、
中
で
も
一
・
三
・
五

．
十
三
・
十
八
の
各
章
が
三
人
称
記
述
体
で
あ
る
と
と
が
注
目
さ
れ

る
。
文
七
・
九
・
十
一
・
十
三
・
十
五
の
三
人
称
記
述
体
の
各
章
は

前
章
を
補
足
し
て
い
る
。
と
の
よ
う

K
『
光
と
風
と
夢
』
は
三
人
称

記
述
体
と
日
記
体
と
の
両
者
が
あ
っ
て
は
じ
め
て
展
開
す
る
作
品
左

の
で
あ
る
。
以
上
の
と
と
か
ら
、
二
種
類
の
描
写
が
必
要
だ
っ
た
理

由
と
そ
の
繰
h
y
返
し
と
い
う
特
殊
ま
構
成
で
念
け
れ
ば
左
ら
念
か
っ

た
理
由
の
説
明
が
つ
い
た
と
思
う
。

と
と
ろ
で
、
と
う
し
た
構
成
は
成
功
し
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
か
。

日
記
体

K
よ
る
記
述
は
確
か

K
新
鮮
で
あ
る
。
が
、
前
後
K
あ
る
三

人
称
記
述
体
は
と
言
え
ば
、
残
念
念
と
と

K
日
記
体
記
述
の
持
つ
リ

ズ
ム
と
テ
ン
ポ
を
壊
し
て
し
ま
っ
た
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
中
島

の
文
体

K
は
重
々
し
い
響
き
が
あ
る
。
そ
れ
は
時
と
し
て
暗
さ
を
感

じ
さ
せ
る
重
々
し
き
で
あ
る
。
例
え
ば
第
七
章

幼
い
頃
か
ら
ひ
ど
〈
気
管
の
弱
か
っ
た
少
年
ス
テ
イ
グ
ン
ス
ン

は
、
冬
の
暁
毎
K
何
時
も
烈
し
い
咳
の
稜
作

K
襲
は
れ
て
、
謀
て
ゐ

ら
れ
念
か
っ
た
。
起
五
り
、
乳
母
の
カ
ミ
イ
に
扶
け
ら
れ
、
毛
布
K

く
る
ま
っ
て
窓
際
の
椅
子

K
腰
掛
け
る
。
カ
ミ
イ
も
少
年
と
並
ん
で

掛
け
、
－
咳
の
静
ま
る
迄
、
互
ひ

K
黙
っ
て
、
ぢ
っ
と
外
を
見
て
ゐ

る
。
硝
子
戸
越
K
見
る
へ
リ
オ
ッ
ト
通
b
は
ま
だ
夜
の
ま
ま
で
、

所
々

K
街
燈
が
ぼ
う
っ
と
穆
ん
で
見
え
る
。
や
が
て
車
の
乳
る
立
闘

が
し
、
窓
の
前
を
す
れ
／
＼
に
、
市
場
行
の
野
菜
車
の
馬
が
、
白

い
息
を
吐
き
／
＼
通
っ
て
行
く
。
：
：
之
が
ス
テ
イ
グ
ン
ス
ン
の

記
憶

K
残
る
最
初
の
此
の
都
の
印
象
だ
っ
た
。

十

の
如
き
q
ー
ま
た

た。

州
慨
は
三
人
相
記
述
部
分
に
寸
た
」
出
め
を
頻
用
し

高
貴
念
古
都
と
、
其
慮

K
住
む
宗
教
的
念
入
荷
（
彼
の
家
族
を

も
含
め
て
）
と
を
、
青
年
期
の
ロ
パ
ァ
ト
・
ル
ゥ
ヰ
ス
・
ス
テ
イ

グ
ン
ス
ン
は
激
し
〈
嫌
悪
し
た
。
（
略
）
此
の
都
K
デ
イ

i
コ
ン

・
プ
ロ
デ
イ
左
る
男
が
ゐ
た
。
（
略
）
夜
に
念
る
と
一
変
し
て
勝

博
者
と
念
、
夕
、
兇
悪
念
強
盗
と
－
な
っ
て
活
躍
し
た
。
（
略
）
二
十

歳
の
ス
テ
イ
グ
ン
ス
ン
は
考
へ
た
。
（
略
）
教
舎
の
代
h
y
k
、
下

町
の
酒
場
へ
通
ひ
出
し
た
。
（
略
）
そ
の
背
教
だ
け
は
許
せ
念
か

っ
た
。
（
略
）
親
子
の
衝
突
が
屡
々
繰
返
さ
れ
た
。
（
略
）
父
親

は
絶
望
し
た
。
（
略
）
彼
の
上

K
奇
妙
念
形
と
念
っ
て
願
れ
た
。

（
略
）
ひ
た
す
ら

K
我
が
身
を
責
め
た
。
（
略
）
且
つ
神
に
詫
び

た
。
（
略
）
ど
う
し
て
も
理
解
で
き
左
か
っ
た
。
（
第
七
章
）

（
傍
点
原
因
）

以
上
の
よ
う
念
文
体
で
描
か
れ
た
三
人
称
記
述
部
分
は
、
前
後
の
日

記
体
の
簡
潔
さ
と
文
末
の
語
の
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
の
豊
か
さ
か
ら
生
ま

れ
る
リ
ズ
ム
や
テ
ン
ポ
の
変
化
、
そ
れ
に
よ
る
明
る
さ
、
軽
快
さ
を

打
ち
消
し
て
し
ま
い
、
又
、
相
反
す
る
文
体
の
繰
b
返
し
は
読
者

K

不
自
然
さ
を
感
じ
さ
せ
る
要
素
と
左
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
素

材
を
使
用
す
る

K
あ
た
h
J
、
そ
の
欠
点
を
補
う
為
K
は
当
然
説
明
が

必
要
で
あ
っ
た
。
そ
の
際
補
足
・
説
明
が
、
素
材
で
あ
る
日
記
体
を

生
か
す
よ

b
も
打
ち
消
す
方
向

K
働
い
た
の
は
、
構
成
の
熟
し
て
い

念
い
点
と
し
て
指
摘
し
左
け
れ
ば
念
ら
ま
い
だ
ろ
う
。

中
島
は
「
断
片
七
」
で
心
理
描
写

K
つ
い
て
述
べ
て
b
h
y
、
中
で

も
森
鴎
外
の
心
理
描
写
を
批
評
し
て
、

ま
づ
以
上
の
三
つ
の
分
類
｜
一
、
「
心
理
分
析
も
し
く
は
心
理
解

-47-



剖
の
名
が
あ
て
は
ま
る
」
描
写
と
「
作
中
人
物
の
心
理
を
見
る
た

め
に
は
、
彼
ら
の
行
動
を
見
、
彼
ら
の
言
葉
を
聞
く
よ

b
外
に
念

い
」
描
写
。
一
一
、
対
象
に
よ
る
「
一
般
的
心
理
」
と
「
特
殊
心

理
」
。
三
、
「
静
的
心
理
」
と
「
動
的
心
理
」
（
註
原
田
）

ー
を
頭
に
置
き
念
が
ら
鴎
外
の
小
説
を
読
む
時
、
そ
〔
の
〕
と

K

現
れ
た
心
理
は
、
ま
づ
、
何
よ
－
D
も
分
析
的
で
あ
h
J
、
説
明
的
で

あ
る
駄
が
明
瞭
と
在
る
。
し
か
も
、
そ
の
心
理
説
明
が
「
理
解
」

を
主
と
し
た
事
究
的
念
も
の
で
あ
夕
、
興
味

K
重
き
を
置
い
て
ゐ

左
い
駄
が
特

K
指
摘
さ
れ
念
け
れ
ば
念
ら
左
い
。

と
述
べ
、

ζ

う
し
た
講
義
的
説
明
の
過
多
が
「
グ
イ
タ
・
セ
キ
ス
ア

リ
ス

L
Kあ
ま
り
成
功
を
も
た
ら
さ
念
か
っ
た
と
結
論
し
て
い
る
。

鴎
外
の
講
義
的
説
明
の
過
多
が
作
品

K
与
え
た
影
響
を
と
の
よ
う

K

指
摘
し
て
い
る
中
島
で
あ
る
が
、
『
光
と
風
と
夢
』

k
b
け
る
彼
の

描
写

K
つ
い
て
も
｜
心
理
的
措
写
の
説
明
過
多
と
い
う
よ
り
も
、
寧

ろ
全
般
的
念
説
明
過
多
と
い
う
違
い
は
あ
る

K
せ
よ
｜
鴎
外
作
品

K

対
す
る
批
評
が
そ
の
ま
ま
該
当
す
る
の
で
は
念
い
か
と
思
わ
れ
る
。

何
故
念
ら
、
日
記
体
部
分
の
補
足
と
い
う
必
要
不
可
欠
左
使
命
を
帯

び
て
い
た
と
は
い
え
三
人
称
記
述
体
が
説
明
過
多
の
印
象
を
受
け
る

と
と
を
免
れ
念
い
か
ら
で
あ
る
。
リ
ズ
ム
の
違
い
か
ら
く
る
不
自
然
二
、
描
写
法

さ
と
三
人
称
記
述
体

K
よ
る
説
明
の
過
多
、

ζ

の
二
点
を
三
人
称
記
『
光
と
風
と
夢
』
の
舞
台
は
周
知
の
よ
う
に
南
洋
サ
モ
ア
諸
島
で

述
体
、
日
記
体
の
繰
h
y
返
し
と
い
う
形
式
の
も
た
ら
し
た
欠
点
と
し
あ
る
。
溢
れ
ん
ば
か
h
y
k
降
b
注
ぐ
太
陽
の
光
と
、
遅
し
h
生
命
力

て

あ

げ

て

・

砕

き

た

い

と

思

う

。

の

象

徴

で

あ

る

か

の

よ

う

左

木

h

や
鳥
、
獣
、
草
花
等
、
全
て
が
激

次

K
展
開

K
つ
い
て
考
察
す
る
と
、
『
光
と
風
と
夢
』
の
中

K
幾
し
さ
を
内
に
秘
め
て
い
る
。
と
う
し
た
自
然
描
写
は
サ
モ
ア
の
風
景

つ
か
の
柱
と
ま
る
よ
う
念
問
題
点
が
、
所
顔
を
出
し
て
い
る
と
と
に
を
想
像
す
る
の
を
容
易
に
し
て
く
れ
る
。
余
h
y
k
生
き
生
き
し
た
描

気
が
付
〈
。
第
一
章
で
取
り
上
げ
た
「
我
の
意
識
」
は
勿
論
の
と
と
、
写
左
の
で
『
光
と
風
と
夢
』
が
成
っ
た
の
は
、
中
島
が
南
洋
へ
赴
き
、

植
民
同
げ
h
tげ
の
白
人

K
対
す
る
ス
テ
ィ
ー
グ
ン
ス
ン
の
怒
り
や
サ

t
f
！

一

年

け

に

び

日

つ

ゐ

ら

y
p
k
b
h
v極
出
揮
で

モ
ア
人
の
為
に
行
動
す
る
姿
、
小
説
観
、
文
学
観
等
枚
挙

K
い
と
ま

が
左
い
。
中
島
自
身
、
か
か
わ
っ
て
い
た
問
題
が
殆
ど
顔
を
出
し
て

い
る
わ
け
だ
が
、
そ
れ
ら
は
興
味
深
い
も
の
で
あ
る
に
も
拘
ら
ず
う

ま
〈
か
み
合
っ
て
い
老
い
印
象
を
与
え
る
。
作
品
中
ス
テ
ィ
ー
グ
ン

ス
ン
が
語
・
夕
、
行
動
し
て
い
る
と
と
ろ
は
中
島
に
と
っ
て
一
っ
と
し

て
削
除
で
き
左
い
も
の
だ
っ
た
。
己
れ
の
信
念
を
描
き
出
す
為
K
は

ス
テ
ィ
ー
グ
ン
ス
ン
の
言
動
の
全
て
が
必
要
だ
っ
た
が
故

K
彼
は
作

品
中
に
多
く
の
問
題
を
散
h
y
ば
め
、
展
開
さ
せ
て
い
っ
た
。
し
か
し

小
説
技
法
の
未
熟
さ
故
か
、
そ
れ
ぞ
れ
が
主
役
を
演
じ
て
し
ま
い
、

わ
き
役
を
演
ず
る
も
の
が
念
〈
左
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
問
題

点
が
個
々

K
浮
き
上
が
っ
て
見
え
る
と
と
に
つ
い
て
は
「
主
題
の
分

裂
」
を
意
味
す
る
と
し
て
中
村
光
夫
氏
を
は
じ
め
多
〈
の
人
々
に
よ

っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
私
は
作
品

k
b
け
る
問
題
点
の
消
化
不
良

を
本
作
品
の
欠
点
だ
と
認
め
は
す
る
が
、
そ
れ
が
「
主
題
の
分
裂
」

を
意
味
す
る
と
は
考
え
左
い
。
「
主
題
」

K
つ
い
て
の
論
議
は
第
四

章
に
ゆ
ず
っ
て
、
と
と
で
は
以
上
の
と
と
を
作
品
展
開
k
b
け
る
問

題
点
と
し
て
指
締
す
る

K
留
め
て
b
き
た
い
と
思
う
。
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事

植
民
地
サ
モ
ア
の
白
人

K
対
す
る
ス
テ
ィ
ー
グ
ン
ス
ン
の
怒
・
9
や
サ

軒
副
司
叫
が
し
た
自
然
描
写
の
遥
力
に
岐
「

A
E
二
回
目
恒

F
O
ご

申
『
阻
」
の
存
在
が
大
h
k
貢
献
し
て
い
る
の
は
間
違
い
左
い
。

（
岩
田
一
男
氏
に
よ
れ
ば
「
ぐ
曽
同
回
目
岡
田
恒

F
申
仲
件
。
司
回
」
に
は
サ

モ
ア
の
風
光
、
気
候
、
’
動
植
物
、
風
俗
習
慣
等
が
詳
し
く
論
じ
て
あ

る
と
い
う
と
と
で
あ
れ
制
O
Y
が
、
同
時

K
氏
の
綿
密
念
比
較
K
よ
っ

て
明
ら
か

K
さ
れ
た
よ
う
陪
息
然
描
写

K
は
中
畠
の
創
作
も
か
左
タ

数
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
以
下
、
岩
田
氏
の
論
安
空
参
考

K
本
文
よ

h
y
引
用
し
て
み
る
と
と

K
す
る
。

木
の
葉
一
枚
を
と
っ
て
見
て
も
、
サ
モ
ア
の
脂
ぎ
っ
た
盛
上
る

や
う
念
強
い
緑
色
と
違
っ
て
、
此
慮
の
は
、
ま
る
で
生
気
の
念
い
、

薄
れ
か
、
沿
っ
た
ゃ
う
念
色

K
見
え
る
。
肋
膜
が
治

b
次
第
、
早
〈
、

あ
の
・
空
中

K
何
時
も
緑
金
の
徴
粒
子
が
光
タ
震
へ
て
ゐ
る
や
う

左
・
輝
か
し
い
島
へ
帰
り
た
い
。

（
第
十
章
）

や
が
て
眼
下
の
世
界
が
一
瞬
K
し
て
相
貌
を
信
じ
た
。
色
無
き

世
界
が
忽
ち
に
し
て
、
溢
れ
る
ば
か
り
の
色
彩

K
輝
き
出
し
た
。

此
慮
か
ら
は
見
え
念
い
、
東
の
巌
鼻
の
向
ふ
か
ら
陽
が
出
た
の
だ
。

何
と
い
ふ
魔
術
だ
ら
う
／
今
迄
の
灰
色
の
世
界
は
、
今
や
、
濡
れ

光
る
サ
フ
ラ
ン
色
、
硫
黄
色
、
喬
積
色
、
丁
子
色
、
朱
色
、
土
耳

古
玉
色
、
ォ
レ
ン
ヂ
色
、
群
青
、
草
色
！
凡
て
、
嬬
子
の
光
、
揮
を

帯
び
た
・
其
等
の
・
目
も
舷
む
色
彩

K
染
上
げ
ら
れ
た
。
金
の
花

粉
を
漂
は
せ
た
朝
の
空
、
森
、
岩
、
崖
、
芝
地
、
冊
冊
子
樹
の
下
の

村
、
紅
い
コ
コ
ア
殻
の
山
等
の
美
し
き
。
（
第
十
九
章
）

四
時
、
六
十
人
の
サ
モ
ア
人
と
、
十
九
人
の
欧
羅
人
と
の
前
で
、

ス
テ
イ
グ
ン
ス
ン
の
身
憧
は
埋
め
ら
れ
た
。
／
海
抜
千
三
百
閥
抗
、

一
年
後

K
再
び
日
本
へ
帰
っ
て
か
ら
で
は
左
か
っ
た
か
と
思
う
程
で

シ
ト
ロ
ン

Z
E棋
院
軍
叫
置
費
調
芸
昔
41i

故
人
が
、
生
前
、
家
族
や
召
使
達
の
為
K
作
っ
た
祈
祷
の
一
つ

が
、
そ
の
佳
、
唱
へ
ら
れ
た
。
喧
せ
る
程
強
い
シ
ト
ロ
ン
の
香
の

立
ち
と
め
る
熱
い
空
気
の
中
で
、
会
衆
は
静
か

K
頭
を
垂
れ
た
。

墓
前
を
埋
め
つ
〈
し
た
真
白
念
百
合
の
花
婚
の
上
に
、
天
鷲
献
の

艶
を
帯
び
た
大
黒
揚
羽
蝶
が
、
麹
を
休
め
て
、
息
づ
い
て
を
っ
た
。

・
（
第
二
十
章
〉

こ
う
し
た
作
者
の
創
造
と
、
「
」

E
即
回
目
S
M
V
V
申
酔
骨
骨
司
国
」

K

よ
る
光
溢
れ
る
舷
い
ば
か
・
9
の
色
彩
世
界
の
描
写
は
、
サ
モ
ア
の
風

俗
、
習
慣
の
描
写
と
相
ま
っ
て
『
光
と
風
と
夢
』
の
エ
キ
ゾ
テ
イ
シ

ズ
ム
を
盛
h
y
上
げ
る
の
に
大
き
念
役
割
h
y
を
果
た
し
て
い
る
と
言
え

V
品
内
ノ
。

あ
と
一
つ
、
忘
れ
て
は
念
ら
念
い
描
写
の
特
徴
と
し
て
形
容
詞
の

多
用
を
避
け
た
表
現
が
あ
げ
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
と
れ

K
つ
い
て
は
作

者
自
身
ス
テ
ィ

1
グ
ン
ス
ン
の
述
懐
の
形
を
と
っ
て
第
四
章
で
次
の

よ
う

K
述
べ
て
い
る
。

大
髄
、
私
は
近
頃
、
従
来
の
自
分
の
極
彩
色
描
鷹
が
段
々
厭
に

な
っ
て
来
た
。
最
近
の
私
の
文
檀
は
、
次
の
二
つ
を
目
指
し
て
ゐ

る
積
h
y
だ
。
一
、
無
用
の
形
容
調
の
絶
滅
。
一
一
、
視
覚
的
措
写

へ
の
宣
戦
。

（

4）
 

図
。
回
『
吋
匂
曽
田
申
国
宛
書
簡
か
ら
と
れ
ら
を
抜
粋
、
使
用
し
た
中

島
の
心
中
大
い

K
感
ず
る
と
と
ろ
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
と
う
し

た
意
識
は
作
品

K
も
反
映
さ
れ
、
中
島
の
文
体
の
特
徴
で
あ
る
簡
潔

さ
を
生
み
出
し
て
い
る
。
殊
K
『
弟
子
』
や
『
李
陵
』
の
、
一
見
無

愛
想
と
も
思
え
る
淡
々
と
し
た
語
り
口
の
中

K
そ
れ
が
実
行
さ
れ
て

い
る
の
が
読
み
取
れ
、
し
か
も
そ
れ
と
そ
が
作
品
の
価
値
を
高
め
て
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い
る
の
は
言
う
ま
で
も
念
い
だ
ろ
う
。
初
期
作
品
『
か
め
れ
な
ん
日

記
』
や
『
狼
疾
記
』
に
見
ら
れ
た
重
圧
感
を
一
掃
し
た
晩
年
の
作
品

群
は
、
前
述
し
た
ス
テ
ィ
ー
グ
ン
ス
ン
の
言
葉
や
『
光
と
風
と
夢
』

の
随
所
K
見
ら
れ
る
ス
テ
ィ
ー
グ
ン
ス
ン
に
託
し
た
中
島
の
小
説
観

．
表
現
技
巧
論
を
経
る
と
と
に
よ
っ
て
成
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

す
ま
わ
ち
『
光
と
風
と
夢
』
は
中
島
の
創
作
活
動
に
な
け
る
、
過
渡
期

的
作
品
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
絶
筆
『
李
陵
』

で
司
馬
遷
に
言
わ
せ
た
「
述
ベ
テ
作
一
フ
ズ
」
の
創
作
態
度
は
『
光
と

風
と
夢
』
の
執
筆
を
機
に
中
島
の
も
の
と
念
っ
た
と
思
わ
れ
る
の
で

あ
る
。
そ
と
で
次

K
表
現
技
巧
論
、
小
説
観
に
ふ
れ
て
み
た
い
と
思

ぷ
勺
J

。
一
二
、
表
現
技
巧
論
・
小
説
観

ま
ず
、
表
現
技
巧
の
変
化
の
原
因
を
推
測
で
き
る
よ
う
念
ス
テ
イ

グ
ン
ス
ン
の
言
葉
l
す
念
わ
ち
中
島
の
言
葉
ー
を
引
用
し
て
み
た

い
と
思
う
。

「
南
洋
だ
よ
り
」
は
、
編
輯
者
並
び

K
識
者

K
不
満
の
由
。
日
く
、

『
南
洋
研
究
の
資
料
蒐
集
、
或
ひ
は
科
学
的
観
察
左
ら
ば
、
又
、

他
に
入
も
あ
る
べ
し
。
読
者
の

R
－

L
・

s
・
氏
K
望
む
所
の
も

の
は
、
国
よ
り
そ
の
麗
筆
K
係
る
南
海
の
撒
奇
的
冒
険
詩
有
之
保
直

冗
談
で
は
念
い
。
私
が
あ
の
原
稿
を
書
〈
時
、
頭
に
浮
べ
て
ゐ
た

院
範
は
、
十
八
世
紀
風
の
紀
行
文
、
筆
者
の
主
観
や
情
緒
を
抑
ト

J

て
、
即
物
的
左
観
察
に
終
始
し
た
・
あ
L

い
ふ
行
き
方
念
の
だ
d

（
第
四
章
）

文
章
K
就
い
て
云
っ
て
も
、
言
葉
の
グ
ェ
イ
ル
が
あ
り
過
ぎ
る
。
も
っ
と

裸

の

筆

が

欲

し

い

。

（

第

十

章

）

そ
の
他
、
前
述
し
た
第
四
章
の
一
文
等
か
ら
、
主
観
や
情
緒
を
抑
え
、

形
容
詞
の
多
用
を
避
け
た
言
う
な
れ
ば
無
彩
色
の
描
写
を
中
島
は
目

指
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
う
し
た
文
章
へ
の
脱
出

を
願
っ
て
い
た
ζ

と
は
、
『
光
と
風
と
夢
』
以
前
に
書
か
れ
た
作
品

の
多
く
が
中
島
の
観
念
の
世
界
を
描
い
て
彼
の
意
識
を
具
象
化
し
た
、

い
わ
ば
極
彩
色
の
描
写
で
あ
っ
た
ζ

と
と
考
え
合
わ
せ
れ
ば
、
興
味

深
い
と
と
で
あ
る
。
従
来
の
形
式
か
ら
の
脱
出
の
糸
口
を
求
め
て
い

る
中
島
の
苦
悩
は
、
以
下
の
言
葉
の
中
に
も
見
出
さ
れ
る
。

小
説
と
い
ふ
文
学
の
形
式
｜
少
く
と
も
私
の
形
式
ー
が
厭
K
念

っ

て

来

た

。

（

第

十

章

）

ス
タ
イ
ル
を
失
っ
た
作
家
は
惨
め
だ
。
今
迄
無
意
識
K
働
か
し
て

ゐ
た
不
随
意
筋
を
、
一
々
意
志
を
以
て
動
か
さ
ね
ば
念
ら
念
い
の

だ
か
ら
。

以
上
は
素
材
に
は
左
い
作
者
の
挿
入
で
あ
る
。
従
来
の
形
式
を
否
定

し
、
苦
悩
す
る
中
島
の
心
が
と
う
し
た
言
葉
を
ス
テ
ィ
ー
グ
ン
ス
ン

K
言
わ
せ
た
の
だ
ろ
う
。
そ
し
て
中
島
は
遂
に
次
の
結
論
に
達
ナ
る
。

性
格
的
乃
至
心
理
的
小
説
と
誇
称
す
る
作
品
が
あ
る
。
何
と
う

る
さ
い
と
と
だ
、
と
私
は
思
ふ
。
何
の
為
K
ζ
ん
念

K
、
ど
た
ど

た
と
性
格
説
明
や
心
理
説
明
を
や
っ
て
見
せ
る
の
だ
。
倒
制
判
以

l
i
l
i－
－

1
i
t－
－

l
i
l
i－
－

I
l
l
i－
－

l
l
l
i
l
l
l
i
i
l
l
l
l
l
l
l
l
l
l
l
lー
ー

ー

ー

珪
M

い

表

E
K
務
れ
た
行
設

K
よ
っ
て
の
み
描
く
べ
き
で
は
左
い

l
l
1
1
1

た’
νな

の
か
？
少
〈
と
も
、
噌
み
を
知
る
作
家
走
ら
、
さ
う
す
る
だ
ら

う
。
吃
水
の
浅
い
船
は
ぐ
ら
つ
く
。
氷
山
だ
っ
て
水
面
下
に
隠
れ

た
部
分
の
方
が
透
か

K
大
き
い
の
だ
。
楽
屋
裏
迄
見
通
し
の
舞
台

の
よ
う
克
也
、
足
場
を
取
払
は
左
い
建
物
の
や
う
念
、
そ
ん
念
作
品

は
真
平
だ
。
精
巧
念
機
械
程
、
一
見
し
て
単
純
に
見
え
る
も
の
で

nu 
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裸
の
筆
が
欲
し
い
。

（
第
十
章
）

？ 

原
田
）

は
念
h
か
。
（
第
十
六
章
）
（
傍
線

傍
線
部
分
に
注
意
し
て
み
る
と
、
『
弟
子
』
や
『
李
墜
等
晩
年
の
作
品
に

ま
さ
K
該
当
す
る
言
葉
で
あ
る
と
と
に
気
付
〈
。
『
光
と
風
と
夢
』
k
b
h
て

従
来
の
創
作
方
法
と
の
訣
別
を
誓
っ
た
中
島
は
、
そ
れ
を
晩
年
の
作
品
K

実
行
し
た
の
で
あ
る
。
『
か
め
れ
h
v

ん
自
由
と
や
『
狼
疾
記
』
の
文
体

を
心
理
の
文
体
『
弟
子
』
や
『
李
陵
』
の
文
社
。
時
一
行
動
の
文
体
と
す

る
念
ら
ば
、
富
士
川
義
之
氏
の
言
わ
れ
る
よ
う
FK中
島
は
意
識
的
・

自
覚
的

K
心
理
の
文
体
を
捨
て
、
行
動
の
文
体
へ
と
傾
斜
し
て
行
っ

た
の
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
『
光
と
風
と
夢
』
は
完
成
さ
れ
た
行
動

の
文
体
へ
移
行
す
る
前
の
、
過
渡
期
の
刻
印
を
明
瞭

K
押
さ
れ
た
作

品
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
行
動
の
文
体
と
は
作
中
人
物
の
心
理

を
表
面
K
現
れ
た
行
動
K
よ
っ
て
描
く
文
体
で
あ
る
。
と
の
創
作
態

度
は
「
述
べ
テ
作
ラ
ズ
」
の
創
作
態
度
K
連
念
る
も
の
マ
あ
る
。
心

理
の
文
体
の
中
K
己
れ
の
影
を
見
出
し
た
中
島
は
、
行
動
の
文
体
で

創
作
す
る
と
と

K
よ
っ
て
己
れ
の
影
を
隠
し
て
し
ま
な
う
と
し
た
の

で
あ
る
。

ζ

う
し
た
表
現
技
巧
論
と
共

K
小
説
観
の
中

K
も
彼
の
決

意
が
読
み
と
れ
る
。

「
何
と
云
は
れ
よ
う
と
も
、
俺
は
俺
の
行
き
方
を
固
執
し
て
俺
の

物
語
を
書
〈
だ
け
の
と
と
だ
。
人
生
は
短
い
。
人
聞
は
所
詮

E
Z
Z
Z
Sき
・
世
ぢ
ゃ
。
何
を
苦
し
ん
で
、
牡
嘱
や
嬬
幅
共

の
気

K
入
る
た
め

K
、
面
白
〈
も
左
い
深
刻
念
借
物
の
作
品
を
書

〈
と
と
が
あ
ら
う
。
俺
は
俺
の
為
K
書
〈
。
た
と
へ
、
一
人
の
読

者
が
無
く
念
ら
う
と
も
、
俺
と
い
ふ
最
大
の
愛
識
者
が
あ
る
限
り

は
。
愛
す
べ
き
R
・
L
・

s
・
氏
の
濁
断
を
見
よ
／
」

（
第
十
一
章
）

中
島
は
ス
テ
ィ
｜
グ
ン
ス
ン
の
伝
記
、
随
筆
等
か
ら
彼
の
信
じ
る
ス

は
真
平
だ
。
精
巧
念
機
械
程
、
一
見
し
て
単
純
に
見
え
る
も
の
で

テ
ィ
ー
グ
ン
ス
ン
像
を
創

b
上
げ
た
。
そ
の
過
程
k
b
い
て
何
度
と

念
〈
ス
テ
ィ

l
グ
ン
ス
ン

K
同
感
し
た
と
と
で
あ
ら
う
。
ス
テ
ィ
ー

グ
ン
ス
ン
が
「
彼
の
」
小
説
し
か
書
け
念
か
っ
た
よ
う
に
、
中
島
も

「
自
分
の
」
小
説
し
か
書
け
念
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
更

K
ス
テ
ィ

ー
グ
ン
ス
ン
の
小
説
論
は
続
〈
の
だ
が
、
と
の
辺
り
か
ら
そ
の
内
容

は
十
九
世
紀
末
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
壇
状
況
を
離
れ
て
昭
和
十
年
代
の

日
本
の
文
壇
状
況
を
反
映
し
た
も
の
と
念
っ
て
く
る
。

さ
て
、
文
一
’
方
、
ゾ
ラ
先
生
の
煩
蹟
念
る
写
実
主
義
、
西
欧
の

文
壇
K
横
行
す
と
聞
く
。
目

K
う
つ
る
事
物
を
細
大
洩
ら
さ
ず
列

記
し
て
、
以
て
、
自
然
の
真
実
を
写
し
得
た
・
9
と
左
す
と
か
。
そ

の
阻
ゃ
、
晒
ふ
べ
し
。
文
学
と
は
選
択
だ
。
作
家
の
限
と
は
、
選

択
す
る
眼
だ
。
絶
対
に
現
実
を
描
〈
べ
し
と
や
？
誰
か
全
き
現
実

を
捉
へ
得
べ
き
。
現
実
は
草
。
作
品
は
靴
。
靴
は
革
よ

b
成
る
と

雄
も
、
し
か
も
単
念
る
革
で
は
念
い
の
だ
。
（
第
十
六
章
）

ra 

「
筋
の
念
い
小
説
」
と
い
ふ
不
思
議
念
も
の

K
就
い
て
考
へ
て
見

た
が
、
よ
く
解
ら
泊
。
（
略
）
私
一
個

K
と
っ
て
は
、
作
品
の

「
筋
」
乃
至
「
話
」
は
、
脊
椎
動
物

K
於
け
る
脊
椎
の
加
き
も
の

と
し
か
思
は
れ
も
仏
い
。
（
略
）
／
之
は
非
常
に
む
づ
か
し
い
問
題

だ
。
た
Y
云
へ
る
と
と
は
、
真
実
性
と
興
味
性
と
を
共
に
完
全

K

備
へ
た
も
の
が
、
真
の
叙
事
詩
だ
と
い
ふ
ζ

と
だ
。（

第
十
六
章
）

真
の
芸
術
は
（
仮
令
、
ル
ソ
ー
の
そ
れ
の
如
き
も
の
で
は
念
〈

と
も
、
何
等
か
の
形
で
）
自
己
告
白
で
念
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
い
ふ

議
論
を
、
雑
誌
で
読
ん
だ
。
色
々
念
事
を
言
ふ
人
が
あ
る
も
の
だ
。

（
略
）
／
追
記
｜
一

E
、
床

K
就
い
て
か
ら
、
種
h

考
へ
た
末
、



右
の
考
を
精
々
訂
正
せ
ね
ば
左
ら
念
〈
左
っ
た
。
自
己
告
白
が
書

け
ぬ
と
い
ふ
事
は
、
人
間
と
し
て
の
致
命
的
欠
陥
で
あ
る
か
も
知

れ
め
と
と
に
思
ひ
到
っ
た
。
（
そ
れ
が
同
時
に
、
作
家
と
し
て
の

欠
陥
に
在
る
か
、
ど
う
か
、
之
は
私
に
と
っ
て
非
常
に
む
づ
か
し

い

問

題

だ

。

（

第

十

九

章

）

ζ

う
し
た
心
の
葛
藤
を
経
て
到
達
し
た
の
が
、

同
じ
言
葉
で
、
め
い
／
＼
勝
手
念
違
っ
た
事
柄
を
指
し
た
り
、

同
じ
事
柄
を
各
々
違
っ
た
、
し
か
つ
め
ら
し
い
言
葉
で
表
現
し
た

り
し
て
、
人
々
は
飽
き
ず
に
争
論
を
繰
返
し
て
ゐ
る
。
（
略
）
此

の
離
れ
島
の
ツ
シ
タ
ラ
に
と
っ
て
は
、
リ
ア
リ
ズ
ム
の
、
ロ
マ
ン

テ
ィ
シ
ズ
ム
の
と
、
所
詮
は
、
技
巧
上
の
問
題
と
し
か
思
へ
ぬ
。

読
者
を
引
入
れ
る
・
引
入
れ
方
の
相
違
だ
。
読
者
を
納
得
さ
せ
る

の
が
リ
ア
リ
ズ
ム
。
読
者
を
魅
す
る
も
の
が
ロ
マ
ン
テ
ィ
シ
ズ
ム
。

（
第
十
六
章
）

と
い
う
意
識
だ
っ
た
。

サ
モ
ア
の
地
で
一
歩
離
れ
た
日
で
西
欧
文
学
を
眺
め
て
い
る
ス
テ

ィ
ー
グ
ン
ス
ン
は
、
も
は
や
ス
テ
ィ

l
グ
ン
ス
ン
で
は
念
く
中
島
自

身
で
あ
る
。
と
れ
ら
が
昭
和
十
年
代
の
日
本
、
そ
し
て
中
島
の
問
題

だ
っ
た
に
違
い
念
い
か
ら
で
あ
る
。
中
島
が
と
う
し
た
問
題
を
ス
テ

ィ
ー
グ
ン
ス
ン
に
語
ら
せ
た
理
由
は
第
三
章
に
ゆ
ず
る
と
し
て
、
以

上
の
と
と
か
ら
私
達
は
中
島
の
決
意
を
読
み
と
る
べ
き
で
あ
る
ζ

何

故
走
ら
、
性
格
説
明
や
心
理
説
明
、
筋
の
左
い
小
説
、
真
の
芸
術
H

自
己
告
白
論
等
へ
の
批
判
的
態
度
は
以
後
晩
年
に
至
る
ま
で
貫
か
れ
、

そ
う
し
た
決
意
、
態
度
と
そ
が
、
中
島
の
評
価
を
高
め
た
作
品
を
生

み
出
し
た
か
ら
で
あ
る
。
中
島
は
『
光
と
風
と
夢
』

k
b
h
て
彼
の

文
学
観
を
打
ち
白
し
、
自
分
自
身
に
こ
れ
か
ら
の
己
れ
の
進
む
べ
き

方
向
を
確
認
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
独
自
の
文
学
観
が
『
光
と
風

と
夢
』
以
後
の
彼
の
創
作
活
動
の
基
本
理
念
と
な
っ
て
い
る
と
と
は
、

作
品
が
物
語
っ
て
い
る
と
b
り
で
あ
る
。

1.註

「
光
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